
12

『 』 、 （ 、 ）温故知新－２ 予防時報 59 60号 1964年10月号 1965年１月号

小野寺 慶治 著

新潟地震に伴う
(1)､(2)昭和石油製油所火災戦闘記

温故知新－２論評者：西 茂太郎

１．プロジェクトX―――挑戦者たち

の人気番組であったプロジェクト 風にNHK X

記述すると次のようになる。

「それは1964年6月16日のことだった。突然、

新潟・秋田・山形をマグニチュード7.5の大地震

が襲った。死者26、住家全壊1,960、半壊6,640、

浸水15,297、未曾有の被害をもたらした。中でも

ひどかったのが石油タンクの火災であった。地震

と同時に発生したコンビナート火災は、悪鬼のた

けり狂うごときせい惨な猛火となり、市民の頭上

を覆う黒煙は遠く数キロにも及び、地震の恐怖と

相まって付近の住民は戦々恐々の有様であった。

火災は留まることを知らず、火を呼び、いつ果て

るともわからぬ状態となり、地元消防機関の総力

を結集した消火活動も、全然受けつけぬ油火災特

有の物凄さであった。なすすべもなく放置されて

いた大火災の消火のために敢然と立ち向かった男

たちの物語である 」と。。

私が本稿を推薦する理由は、これ以上の悪条件

はないと言えるくらいの状況下で、隊長として陣

頭指揮をとった東京消防庁・小野寺消防監その人

の非常時の防災活動におけるリーダーシップに注

目したからである。

２．それは何の準備もないところに襲ってきた

この年、東海道新幹線が開通、東京オリンピッ

クも開催された。戦後の経済成長とともに、石油

の需要が大幅な伸びを示した中での突然の出来事

だった。石油の需要は前年に比べて10％強の伸び

を示している。取扱量が増えるにしたがって、防

災設備の整備も十分に強力でなければならないは

ずであるが、地震に対してはなはだ無力であり、

消火活動を期待する方が無理とさえ言える状況で

あった。現地消防署に、化学消防車の装備は１台

もなく、油火災がどういった様相を呈するかもわ

かっていなかったし、また、実際の油火災に遭遇

した消防隊員は極めて少なかったに相違ない状況

下で、いやおうなく油大火災はまさに発生したの

であった。しかも地震の直後のことで道路も寸断

され、余震も続く中で、油火災の特色であるボイ

ルオーバー現象も時々発生するという最悪の状況

下での防災活動となった。

３．その時小野寺隊長は

本誌223号において富士常葉大学環境防災学部

教授重川希志依氏は「災害エスノグラフィー」で

防災に携わる人に対する”求められる人材像”に

ついて３つの能力を解説している。

小野寺氏の行動を検証してみよう （ 」が小。「

野寺氏の行動）

① 災害発生後、時間経過とともに何が起こるか

を具体的にイメージすることができるイマジネ

ーション能力を持っていること。

「万一この白油タンク群が延焼すればコンビナー
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トは全滅となり、さらにその被害が最も危険な

水素ボンベ格納庫に延焼し……その危険と被害

は想像するだけでもゾッとするもので、なんと

。」してもここで食い止めなければならない……

② 情報が不足している時、あるいは、情報が集

中している時において状況分析、判断し理解する

能力を持っていること。

「東京消防隊としては、火災の状況をあらかじめ

察知し、防御対策を立案することは不可能であ

った。したがって、現地に到着して、火災の説

明を聞くや現場に急行し、調査と診断を開始し

た。火災よりわずか65ｍ風下の白油タンク10基

を一つ一つ手を以って温度を測定した。自信を

深め、白油タンク群を助ける決心をした 」。

③ 自らの災害に関する知識を有機的に統合し、

状況に応じて最適な判断を行い迅速に行動する能

力を持っていること。

氏は戦時中、約３年間南スマトラの製油所の消

防責任者として勤務し、３回の空爆によるコンビ

ナート火災を体験していた。その経験をもって、

画期的な行動をとった。

「タンク内部の温度はそう簡単にはわからない。

濡れ手袋を押し当ててみることにより、ほぼ推

察できるし、また棒をタンクに当て一端を耳に

当ててみると油が沸騰しているか、いないかお

およその見当がつくのである。タンクの下部が

相当熱いようでは油も相当高温になっていると

見てよい 」。

以上のような総合判断に加えて、氏は常に危険

な状態下にあって、なお正しい判断と優れた指揮

をとると同時に、常に陣頭に立って隊員の行動を

見守り士気を鼓舞し続けたのである。

４．どう生かすか

現在の社会は何時どこで何が起こるかわからな

い。自分に降りかかるかも知れない。未然に防止

する努力は最大限行うとして、万一の発生に備え

ての心の準備を怠ってはならない。前出の求めら

れる人材像の３つの能力は、我々一人ひとりが意

識して高めなければならないものである。頭では

わかっていても実践することは難しい。訓練は実

際を想定して、実際時には訓練のようにとよく言

われるが、まさに本稿を是非、格好の題材として

常日頃から一人ひとりがシミュレーションを繰り

返す必要があると思う。
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